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東京土建一般労働組合練馬支部
第68回定期大会告示

東京土建一般労働組合練馬支部、第68回定期大会を東京土建一般労働組合規約第20
条にもとづき下記の日程で開催します。
〔日 時〕2025年4月6日（日）午前9時30分開場・10時開会
〔会 場〕練馬区立 区民・産業プラザ ココネリホール
〔代議員〕代議員は分会から選出された代議員と支部役員で構成します。
①代議員選出基準と代議員定数
2025年1月末日の分会組織人員に対して、60名に1名の割合（端数は30捨31入）で
算出した代議員数に3名の基礎代議員数を加えた人数の代議員を各分会で選出しま
す。
②特別代議員
女性の会5名（支部役員待遇を含む）、青年部3名の費用は支部負担になります。

（注1）大会の分科会は7つの分科会を予定します。各分会が全分科会に参加できる
よう、代議員数［支部役員（注3参照）は除く］が7人未満の分会は特別代議員とし
て選出することになります。なお、支部提案の代議員数までの行動費は、支部で負担
します。
（注2）大会準備委員は代議員として選出してください。
（注3）支部執行委員以上の役員および会計監査は役員資格での大会出席になりま
す。また各役員待遇は特別代議員となります。
③代議員または分会からの修正案の取り扱いについて
修正案の提出期限は3月31日（月）午後7時とします。

2025年2月5日
東京土建一般労働組合練馬支部 執行委員長 伊藤 慶一郎

大会準備委員長 中澤 裕美

2025年度東京土建一般労働組合練馬支部役員選挙告示
2025年度東京土建一般労働組合練馬支部役員選挙を、東京土建一般労働組合規約第8条および第

31条にもとづき、下記の役職ごとに受け付けます。
【立候補届提出期間】
2025年2月6日（木）午前9時より同年3月25日（火）拡大執行委員会、会議前の午後7時まで
（土、日、祭日を除く）に練馬支部事務所へ提出してください。
【役職と定数】
◇執行委員長 1名
◇副執行委員長 5名
◇書記長 1名
◇書記次長（常駐） 3名
◇常任執行委員 11名（1名は青年部長の枠とし、選挙定数は10名とします）
◇執行委員 28名
◇会計監査 3名

（注）定数を超える立候補者があった場合は、役職ごとに選挙を行います。
【役員立候補に関する補足事項】
①支部青年部長は、支部常任執行委員とします。
②支部女性の会会長は、支部執行委員待遇とします。
③支部シニア友の会会長は、支部執行委員待遇とします。
④支部ＰＡＬ会長は、支部執行委員待遇とします。
⑤本部非専従役員は、支部四役待遇とします。
⑥本部主婦の会・青年部・シニア友の会・ＰＡＬの会長は支部常任執行委員待遇とします。
⑦本部主婦の会・青年部・シニア友の会・ＰＡＬの他の本部役員は支部執行委員待遇とします。
⑧本部常駐役員は、特別職（特別常任執行委員）として支部役員待遇とします。
⑨立候補の届け出状況は、支部事務所で掲示を行います。3月25日（火）午後7時に立候補届を
締め切った後、選挙管理委員会を開催。それを経て立候補者の届け出を正式に受理します。

（注）待遇および特別職は支部役員としますが、機関会議での議決権は持たないものとします。
2025年2月5日

東京土建一般労働組合練馬支部 第68回定期大会
選挙管理委員長 菊池 純子

〈次期支部役員体制についての「申し合わせ事項」〉
東京土建本部は役員の「指導性と政策力量の度合い」が東京土建の「運動全体に大きな影響を与

える」との幹部政策の観点から新旧役員の交代を早め幹部登用を促進するために、「大会時点（大
会初日）で満65歳以上の組合員は立候補しないこととします」と確認しています（1998年本部大
会）。練馬支部も同様の趣旨から「支部執行委員以上の役員選出にあたっての『申し合わせ事項』
として第42回大会（99年）の役員改選から適用する」と確認されていますので継続していきます。

物
価
高
の
波
は
仲
間
と
家

族
の
�
命
の
綱
�
に
も
押
し

寄
せ
て
き
ま
し
た
。
東
京
土

建
国
民
健
康
保
険
組
合
は
保

険
料
（
月
額
）
を
2
0
2
5

年
4
月
分
（
3
月
納
入
）
か

ら
組
合
員
が
7
0
0
〜
3
5

0
0
円
、
家
族
（
一
般
、
成

人
男
性
）
が
4
0
0
円
に
引

き
上
げ
る
方
針
を
提
示
。
2

月
26
日
の
第
1
4
1
回
国
保

組
合
会
で
正
式
決
定
さ
れ
ま

す
。
同
組
合
は
3
月
7
日
に

は
が
き
で
25
年
度
保
険
料
の

案
内
を
発
送
。
届
い
た
ら
必

ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
苦
肉
の
策
】

2
月
5
日
の
練
馬
支
部
執

行
委
員
会
に
石
村
英
明
理
事

長
が
出
席
し
、
保
険
料
引
き

上
げ
の
経
過
を
説
明
。
21
〜

23
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

上
昇
な
ど
で
仲
間
と
家
族
が

苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
保
険
料
を
で
き

る
だ
け
値
上
げ
し
な
い
よ
う

努
め
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
間
医
療
費
の
大
幅

増
加
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
を
は
じ
め
、
国
が
各

健
康
保
険
組
合
に
課
し
て
い

る
拠
出
金
へ
の
支
出
増
大
な

ど
が
重
な
り
「
支
出
（
医
療

費
や
給
付
金
、拠
出
金
な
ど
）

に
対
し
収
入
（
保
険
料
や
補

助
金
な
ど
）
が
足
り
ず
、
こ

の
ま
ま
で
は
国
保
組
合
の
運

営
に
支
障
を
来
し
か
ね
な

い
」
と
言
い
ま
す
。

東
京
土
建
国
保
組
合
の
収

入
は
5
割
が
仲
間
と
家
族
の

保
険
料
で
す
が
、
4
割
が
国

や
都
の
補
助
金
。
24
年
度
も

半
年
に
わ
た
っ
て
予
算
要
求

は
が
き
要
請
行
動
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

補
助
額
は
現
行
水
準
確
保
の

見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
す

が
、
も
し
な
か
っ
た
ら
そ
の

分
を
保
険
料
で
補
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
ち
ぐ
は
ぐ
】

一
方
で
、
支
出
は
5
割
が

仲
間
と
家
族
の
た
め
に
使
わ

れ
る
保
険
給
付
費
。
4
割
が

国
へ
の
拠
出
金
で
す
。
こ
う

し
た
実
態
は
、
東
京
土
建
国

保
組
合
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
は
医
療
や

年
金
、
介
護
な
ど
の
制
度
を

改
悪
し
続
け
、
�
自
助
�
を

前
面
に
押
し
出
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
拠
出
金
が
各
健
康
保

険
組
合
で
増
え
て
い
る
の

は
、
高
齢
化
へ
の
対
応
を
投

げ
出
し
た
国
の
姿
勢
そ
の
も

の
。
さ
ら
に
少
子
化
対
策
も

責
任
放
棄
の
感
が
否
め
ま
せ

ん
。
岸
田
文
雄
政
権
で
成
立

し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
制
度
に
よ
り
、
26
年
度
か

ら
こ
の
支
援
金
が
保
険
料
に

上
乗
せ
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り

の
負
担
が
増
え
る
可
能
性
は

高
い
で
す
。
石
村
理
事
長
は

「
今
の
政
治
は
社
会
保
障
を

切
り
捨
て
よ
う
と
し
て
い

る
」と
語
気
を
強
め
た
上
で
、

「
私
た
ち
の
声
を
国
に
届
け

な
け
れ
ば
」
と
、
引
き
続
き

署
名
や
運
動
な
ど
へ
の
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

◇ ◇ ◇
【おことわり】コラム「ねりま大根」は2面に掲載します。

700～3500円の引き上げへ

国
の
無
策
の
ツ
ケ
を
回
さ
れ
て

国
の
無
策
の�
ツ
ケ
�を
回
さ
れ
て

東京土建国保料
新
年
度
に
向
け
、動
き
出
す
練
馬
支
部

定
期
大
会
の
代
議
員
数
な
ど
を
確
認

し
た
2
月
の
練
馬
支
部
執
行
委
員
会
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「
2
0
2
5
年
、
さ
ら
な

る
飛
躍
の
年
に
！
6
0
2
0

人
の
仲
間
の
団
結
で
要
求
実

現
へ
む
け
て
前
進
し
よ
う
」

と
誓
い
合
い
―
。
練
馬
支
部

は
1
月
14
日
、
区
立
区
民
・

産
業
プ
ラ
ザ
（
コ
コ
ネ
リ
）

で
新
春
旗
び
ら
き
を
行
い
、

各
分
会
や
共
闘
団
体
の
代
表

者
、
国
会
議
員
、
都
や
区
議

会
議
員
ら
計
1
8
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
支
部
合
唱
団

「
コ
ス
モ
ス
」
メ
ン
バ
ー
の

歌
声
や
、
大
道
芸
人
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
会
場
の
盛
り

上
が
り
を
演
出
。
新
年
の
祝

賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
る
中
、

参
加
者
は
歓
喜
に
酔
い
し
れ

て
い
ま
し

た
。冒

頭
、
あ

い
さ
つ
に
立

っ
た
伊
藤
慶

一
郎
執
行
委

員
長
は
前
日

の
夜
に
宮
崎

県
で
震
度
5

弱
の
地
震
が

あ
っ
た
こ
と

に
触
れ
、「
い

つ
何
が
起
き

る
か
分
か
ら

な
い
。
自
分

の
こ
と
だ
け

を
考
え
ず
、
み
ん
な
の
こ
と

を
考
え
ら
れ
る
。
そ
ん
な
練

馬
支
部
を
こ
れ
か
ら
も
つ
く

っ
て
い
き
た
い
」
と
強
調
。

支
部
の
自
主
防
災
組
織
「
チ

ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
を
中

心
に
、
復
旧
が
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
能
登
半
島
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
を
見

せ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
長
年
東
京
建
築

カ
レ
ッ
ジ
で
講
師
を
務
め
、

そ
の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
て

昨
秋
東
京
都
産
業
労
働
局
長

か
ら
表
彰
さ
れ
た
岡
嶋
明
和

さ
ん
と
岩
田
努
さ
ん
が
紹
介

（
小
紙
1
月
号
で
掲
載
）
。

会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

練
馬
春
闘
共
闘
会
議
の
発

足
総
会
が
1
月
24
日
に
練
馬

区
役
所
で
行
わ
れ
、
練
馬
支

部
か
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
総
会
で
は
前
年
度
の
運

動
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
2

0
2
5
年
の
練
馬
春
闘
の
運

動
方
針
と
新
役
員
体
制
、
予

算
を
確
立
し
ま
し
た
。

24
年
の
春
闘
は
27
年
ぶ
り

と
な
る
加
重
平
均
1
万
円
を

超
え
る
賃
上
げ
を
実
現
し
て

お
り
、
最
低
賃
金
改
定
で
も

51
円
の
過
去
最
高
の
引
き
上

げ
に
。
そ
れ
で
も
全
て
の
労

働
者
の
大
幅
賃
上
げ
に
は
至

ら
ず
、
中
小
企
業
の
苦
し
い

経
営
状
況
も
全
体
の
底
上
げ

に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

2
0
2
5
年
国
民
春
闘
総

決
起
集
会
が
1
月
30
日
、
中

野
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
練
馬
支
部
か
ら
16
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
24
春
闘
の

課
題
点
に
触
れ
、
一
部
の
企

業
で
は
初
任
給
だ
け
が
大
幅

賃
上
げ
と
な
り
、
一
般
労
働

者
の
賃
金
は
上
が
っ
て
い
な

い
、
企
業
の
労
働
分
配
率
は

過
去
最
低
を
記
録
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
。
経
団
連

と
政
府
に
よ
る
労
働
基
準
法

の
破
壊
も
問
題
と
語
ら
れ
ま

し
た
。
「
最
低
賃
金
の
課
題

も
春
闘
で
一
斉
に
上
げ
る
し

か
な
い
」
と
今
春
闘
の
決
意

が
述
べ
ら
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

に
は
数
多
く
の
旗
が
並
ぶ
熱

気
に
あ
ふ
れ
た
集
会
と
な
り

ま
し
た
。

練
馬
支
部
女
性
の
会
は
2

月
1
日
、
支
部
会
館
で
新
春

の
つ
ど
い
を
開
き
22
分
会
76

人
が
参
加
。
伊
藤
慶
一
郎
執

行
委
員
長
、
唐
澤
一
喜
書
記

長
、上
原
良
子
副
委
員
長（
同

会
担
当
役
員
）
を
来
賓
に
迎

え
、
会
場
は
終
始
笑
顔
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
学
習
会
を
開

催
。
「
安
心
・
安
全
・
と
き

め
く
暮
ら
し

防
災
お
片
付

け
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
、

こ
ん
ま
り
Ⓡ
流
片
付
け
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
安
齋
し
ほ
こ

さ
ん
が
語
り
ま
し
た
。
「
こ

ん
ま
り
Ⓡ
流
」
は
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
『
人
生
が
と
き
め
く
片

づ
け
の
魔

法
』
の
著

者
で
片
付

け
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

の
近
藤
麻

理
恵
さ
ん

が
考
案
し

た
独
自
の

整
理
整
頓

法
。
安
齋

さ
ん
は
近

藤
さ
ん
の

養
成
講
座

を
受
け
、

そ
の
認
定

資
格
を
取

得
し
て
お

り
、
前
年

も
女
性
の
会
の
新
春
の
つ
ど

い
で
講
師
を
務
め
て
い
ま

す
。
「
家
じ
ゅ
う
を
片
付
け

る
中
で
防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て

使
え
る
物
や
、
収
納
ス
ペ
ー

ス
を
見
つ
け
よ
う
」
な
ど
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
、
参
加
者
は

感
心
し
な
が
ら
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
昼
食
を
取
り
な
が

ら
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
出
し
物

を
披
露
。
体
操
、
目
方
当
て

ク
イ
ズ
、
踊
り
な
ど
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
親
睦
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

埼
玉
県
八

潮
市
の
県
道

が
陥
没
し
、

ト
ラ
ッ
ク
1

台
が
巻
き
込

ま
れ
た
事
故

を
受
け
、
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
へ
の
懸
念
が

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
コ
ラ

ム
書
き
は
13
年
前
に
取
材
し

た
惨
事
を
思
い
出
し
た
。
中

央
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
（
山
梨

県
大
月
市
―
甲
州
市
、
全
長

約
4
・
7
㎞
）
天
井
板
崩
落

事
故
▼
換
気
用
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
天
井
板
が
1
3
8
ｍ

に
わ
た
っ
て
落
下
し
、
通
り

掛
か
っ
た
9
人
の
命
が
奪
わ

れ
た
。
事
故
直
後
、
県
の
土

木
技
師
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
耐
用
年
数
は
約
50

年
と
言
わ
れ
る
。
笹
子
は
1

9
7
7
年
に
開
通
。
35
年
し

か
た
っ
て
い
な
い
の
に
」
と

驚
い
た
▼
た
だ
、
旧
日
本
道

路
公
団
の
関
係
者
は
「
笹
子

周
辺
は
地
下
水
が
豊
富
。
そ

れ
に
よ
り
ト
ン
ネ
ル
工
事
は

困
難
を
極
め
た
」と
明
か
す
。

開
通
後
も
水
脈
は
途
絶
え

ず
。
こ
の
水
が
天
井
板
を
つ

り
下
げ
る
金
具
な
ど
の
劣
化

を
早
め
た
一
因
と
み
ら
れ

る
。
維
持
管
理
費
の
工
面
や

技
術
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
の
地
域
の
特
性
を
知

る
建
設
労
働
者
が
欠
か
せ
な

い
と
実
感
し
た
▼
こ
う
し
た

人
材
の
育
成
に
加
え
、
イ
ン

フ
ラ
の
実
態
を
世
間
に
知
ら

し
め
る
こ
と
も
地
元
に
根
差

し
た
建
設
労
働
組
合
が
果
た

す
べ
き
役
割
で
は
な
い
か
。

住
民
は
今
そ
こ
に
あ
る
危
機

に
お
び
え
て
い
る
。
（
今
）

破
顔
一
笑
の
参
加
者

新
春
旗
び
ら
き

新
春
旗
び
ら
き

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
合
い

学んで笑って親睦深める
女性の会新春のつどい女性の会新春のつどい

みんなのことを思う
目指して

みんなのことを思う
目指して

壇上で拳を突き上げる分会の代表者ら

練馬練馬

鏡開きを行う伊藤委員長（右か
ら2人目）ら支部役員

全
て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を

全
て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を

集会の締めくくりにステージで意思統一を図った

会
場
内
を
盛
り
上
げ
た
花
笠
音
頭

練
馬
春
闘
共
闘
会
議

国
民
春
闘
総
決
起
集
会

間近間近春春
闘
ス
タ
ー
ト
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建材、住宅設備の価格高騰や納期遅延の影響は？

今も続いている

影響はあったが収まった

今後影響が出るかも

影響なかった

0％ 5％ 10％ 15％ 20％

21％

31％

25％ 30％ 35％

18％18％

30％30％

国や都、区に要求したいことは？

物価高

憲法

景気回復

賃金・単価の施

社会保障制度

雇用対策

消費税減税・
インボイス制度廃止

税金の使い方

防災・復興

環境・エネルギー

外交・安全保障

こども・教育

その他

0％ 10％ 20％

5％

2％

30％

4％

4％

2％

2％

1％

12％

14％

9％9％

20％20％

26％26％

2
0
2
4
年
11
月
に
取
り
組
ん
だ
暮
ら
し
と
仕
事
・

要
求
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

現
在
の
生
活
実
感
は
「
や
や
厳
し
い
」
（
60
・
3
％
）

と
「
ま
っ
た
く
厳
し
い
」
（
15
・
9
％
）
が
合
わ
せ
て

7
割
超
に
上
り
、
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
に
は
程
遠
か
っ

た
で
す
。

回
答
者
は
1
2
7
1
人
、

練
馬
支
部
組
合
員
の
20
・
6

％
に
当
た
り
ま
す
。
全
分
会

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

中
で
も
北
練
馬（
61
・
8
％
）

や
学
園
（
59
・
6
％
）
、
練

馬
（
47
・
5
％
）
、
南
田
中

（
39
・
3
％
）
な
ど
の
11
分

会
が
目
標
回
収
率
（
30
％
以

上
）
を
上
回
り
ま
し
た
。
ま

た
回
答
者
の
う
ち
40
代
と
50

代
の
働
き
盛
り
世
代
が
5
割

超
を
占
め
て
い
ま
す
。

平
均
月
収
を
聞
い
た
ら

「
41
〜
50
万
円
」
が
30
・
6

％
と
最
多
、
「
31

〜
40
万
円
」
28
・

8
％
、
「
51
万
円

以
上
」
20
・
8
％

と
続
き
ま
す
。
前

年
と
同
水
準
で
し

た
が
、
「
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に

は
1
カ
月
あ
た
り

い
く
ら
必
要
か
」

を
尋
ね
た
ら
前
年

よ
り
2
9
0
0
円

増
の
平
均
15
万
5

8
0
0
円
。
国
や

都
、
区
へ
の
要
求

も「
物
価
高
」（
26

％
）
、
「
景
気
回

復
」
（
20
％
）
、
「
消
費
税

減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

廃
止
」
（
14
％
）
の
3
項
目

だ
け
で
6
割
に
達
し
て
い
ま

し
た
。
物
価
高
騰
や
増
税
な

ど
が
生
活
費
を
圧
迫
し
て
い

る
と
言
え
、
適
正
な
賃
金
・

単
価
の
確
保
や
、
中
小
零
細

企
業
へ
の
手
厚
い
支
援
を
求

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

建
材
、
住
宅
設
備
の
価
格

高
騰
や
納
期
遅
延
に
よ
る
仕

事
へ
の
影
響
は
「
今
も
続
い

て
い
る
」
（
30
％
）
、
「
今

後
影
響
が
出
る
か
も
」
（
31

％
）
と
合
わ
せ
て
6
割
に
。

こ
う
し
た
こ
と
で
一
番
困
っ

て
い
る
の
は
「
高
騰
分
を
代

金
に
反
映
で
き
な
い
」
が
半

数（
55
％
）に
達
し
て
お
り
、

施
主
に
そ
の
分
を
請
求
、
要

求
で
き
な
い
困
難
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。

24
年
4
月
か
ら
建
設
業
で

も
働
き
方
改
革
が
本
格
化
。

1
日
8
時
間
、
週
40
時
間
労

働
の
厳
守
が
求
め
ら
れ
、
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
（
月

45
時
間
、
年
3
6
0
時
間
）

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
改
革
に
期
待
で
き
る
こ
と

と
し
て
「
賃
金
の
ア
ッ
プ
」

が
前
年
よ
り
5
ポ
イ
ン
ト
減

の
28
％
、
「
休
日
・
家
族
と

の
時
間
の
増
加
」
が
同
・
5

ポ
イ
ン
ト
増
の
23
％
。
一
方

で
、
今
後
不
安
な
こ
と
に
挙

が
っ
た
上
位
3
項
目
は
前
年

と
同
様
、
「
休
日
と
工
期
の

調
整
」
（
17
％
）
、
「
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
」
（
13

％
）
、
「
時
間
外
労
働
の
割

増
賃
金
」（
13
％
）で
し
た
。

労
働
時
間
の
短
縮
を
図
っ
て

も
、
賃
金
の
引
き
上
げ
が
実

現
し
な
け
れ
ば
生
活
の
安
定

に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

2024年11月に日比谷公園大音楽堂で行われた
予算要求中央総決起大会

一
方
で
、
24
年
12
月
に
健

康
保
険
証
の
発
行
が
終
了

し
、
国
は
保
険
証
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
一
本
化
し

た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
（
関

連
記
事
4
面
）
の
利
用
を
進

め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
対
し
「
現

行
の
保
険
証
も
残

し
て
ほ
し
い
」（
59

％
）
と
「
一
本
化

に
反
対
」（
14
％
）

を
合
わ
せ
て
7

割
。
「
一
本
化
に

賛
成
」
は
1
割
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持
ち

歩
く
こ
と
に
「
不
安
」
（
45

％
）
と
「
少
し
不
安
」
33
％

と
8
割
に
迫
っ
て
お
り
、
カ

ー
ド
の
紛
失
や
盗
難
に
よ
る

情
報
流
出
の
懸
念
が
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
と
言
え
ま
す
。

石
破
茂
首
相
は
一
時
、
保
険

証
廃
止
時
期
の
見
直
し
に
含

み
を
持
た
せ
て
い
ま
し
た

が
、
国
民
の
不
安
に
応
え
る

こ
と
な
く
断
行
。
こ
う
し
た

姿
勢
も
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

不
信
を
招
い
て
い
ま
す
。

前
年
に
続
い
て
日
本
国
憲

法
に
関
す
る
意
識
を
問
い
ま

し
た
。
「
変
え
る
必
要
は
な

い
」
（
33
％
）
が
「
変
え
る

べ
き
」
（
24
％
）
を
上
回
っ

た
も
の
の
、「
わ
か
ら
な
い
」

（
44
％
）
が
多
数
を
占
め
て

い
ま
す
。
変
え
る
べ
き
と
答

え
た
人
の
中
で
、
戦
争
放
棄

と
戦
力
不
保
持
を
掲
げ
た
憲

法
9
条
を
「
変
え
る
べ
き
」

は
前
年
よ
り
21
ポ
イ
ン
ト
減

の
34
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
た
だ
、
「
わ
か
ら
な

い
」
が
同
・
19
ポ
イ
ン
ト
増

の
49
％
と
ほ
ぼ
半
数
に
達
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内
外

の
情
勢
が
混
迷
を
深
め
、
先

が
見
通
せ
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

◇

◇

◇

2
月
27
〜
28
日
に
各
分
会

で
行
わ
れ
る
「
分
会
情
勢
学

習
会
」
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、

物
価
高
や
働
き
方
改
革
、
国

政
、
都
政
の
向
き
合
い
方
な

ど
の
話
題
を
解
説
役
の
オ
ル

グ
（
支
部
役
員
・
書
記
）
が

示
し
た
上
で
、
参
加
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
る
こ
と

に
重
点
を
置
き
ま
す
。
日
時

や
場
所
は
所
属
分
会
、
群
、

ま
た
は
練
馬
支
部
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

核兵器禁止条約の意義などを訴えた参加者

核
兵
器
の
保
有
や
威
嚇

な
ど
を
全
面
的
に
禁
じ
た

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が

2
0
2
1
年
1
月
22
日
に

発
効
し
、
今
年
で
4
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

25
年
1
月
19
日
、
石
神

井
公
園
駅
で
大
宣
伝
行
動

を
実
施
し
、
練
馬
支
部
の

仲
間
28
人
を
含
む
90
人
が

参
加
。
寒
空
の
中
、
練
馬

区
内
外
の
有
志
で
つ
く
る

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
を
求
め
る
ね
り
ま
の

会
」
や
、
被
爆
者
練
馬
の

会
の
代
表
者
ら
が
次
々
に

マ
イ
ク
を
握
り
ま
し
た
。

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
（
日
本
被
団
協
）

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
選

ば
れ
た
こ
と
を
引
き
合
い

に
「
日
本
政
府
も
核
兵
器

禁
止
条
約
に
参
加
を
」「
核

も
戦
争
も
な
い
世
界
へ
」

と
ア
ピ
ー
ル
。
ト
ー
ク
の

合
間
に
は
支
部
合
唱
団

「
コ
ス
モ
ス
」
の
メ
ン
バ

ー
も
加
わ
っ
て
歌
声
を
響

か
せ
た
ほ
か
、
参
加
者
が

通
行
人
に
チ
ラ
シ
を
配
っ

た
り
、
署
名
を
求
め
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

被
爆
者
を
無
視

被
爆
国
の
政
府

同
条
約
を
巡
っ
て
は
、

第
3
回
締
約
国
会
議
が
3

月
に
米
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
で
開
か
れ
ま

す
。
各
団
体
や
市
民
が
日

本
政
府
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

（
傍
聴
者
）
参
加
を
求
め

て
い
ま
す
が
、
石
破
茂
首

相
は
後
ろ
向
き
。
世
界
の

中
で
被
爆
者
の
声
に
耳
を

貸
さ
な
い
の
が
そ
の
国
の

政
府
と
は
実
に
悲
し
い
こ

と
で
す
。

生
活
を
圧
迫

生
活
を
圧
迫

物
価
高
や
増
税
…

ゆとりある暮らしは程遠く
暮らしと仕事・要求実態アンケート結果暮らしと仕事・要求実態アンケート結果

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
抵
抗
感
根
強
く

「
分
か
ら
な
い
」が
多
数
憲
法
意
識

核兵器禁止条約発効4周年宣伝

日本被団協のノーベル賞を力に

戦後80年
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健
康
保
険
証

の
発
行
が
終
了

し
、
初
め
て
の

年
度
末
が
近
づ

い
て
き
ま
し

た
。
例
年
各
分

会
で
保
険
証
交

付
会
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
こ
の

春
も
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
開

き
ま
す
。
各
分

会
の
日
程
や
会

場
は
小
紙
3
月

号
に
掲
載
し
ま

す
の
で
、
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ひ
も
付
け
て
い
な

い
人
に
は
保
険
証
代
わ
り
の

「
資
格
確
認
書
」
（
写
真
）

を
交
付
。
ひ
も
付
け
て
い
る

人
に
は
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
渡
し
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
十
分
」
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
、医
療
機

関
や
薬
局
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
の
不
具
合
に
よ
り
情
報
を

読
み
取
れ
な
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

医
療
機
関
関
係
者
は
年
度

が
切
り
替
わ
る
4
月
以
降
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
運
用
が

本
格
化
し
、
想
定
外
の
ケ
ー

ス
に
直
面
す
る
か
も
」
と
戦

々
恐
々
。
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
者
に
は
「
で
き
れ
ば
『
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
』
を
携

帯
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
東
京
土
建
国
民

健
康
保
険
組
合
は
健
康
診
断

の
受
診
券
を
保
険
証
と
と
も

に
渡
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
後
「
資
格
確
認
書
」
や

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

と
併
せ
て
配
布
し
ま
す
。
必

ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

・電気工事（2人）社員
※35歳まで、経験不問
株式会社住田電設（豊
玉分会）練馬区豊玉北6
―22―9―401 ☎090―
9138―3638
・塗装工（2人）※急募、
経験不問、要普通免許

建装社（大泉東分会）
練馬区大泉学園町5―2
―18―701 ☎090―2154
―3812
・外構工事作業員（若干
名）※急募、50歳代ま
で、経験不問
山弘興業（大泉東分会）
練馬区大泉町2―47―4
☎090―3226―8101

2
0
2
4
年
11
月
9
日
号

（
2
7
8
1
号
）
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え

ア
ラ
マ
キ
ジ
ャ
ケ

（
新
巻
き
鮭
）

当
選
者

南
田
中
分
会

井
上
紗
智

さ
ん

早
宮
分
会

羽
石
幸
子
さ

ん早
宮
分
会

天
野
邦
子
さ

んた
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
選
者
に
は
図
書
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇

・
早
川
定
道
さ
ん
（
大
泉

東
分
会
）
…
今
年
喜
寿
を

迎
え
、
子
ど
も
達
に
祝
い

の
品
を
頂
き
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
に
気
を
付
け
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
孫

の
成
長
も
楽
し
み
な
ん

だ
。
高
2
、
中
3
、
小
6

で
す
。

・
天
野
邦
子
さ
ん
（
早
宮

分
会
）
…
正
月
太
り
を
解

消
す
る
た
め
、
寒
い
け
ど

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。

・
矢
吹
光
英
さ
ん
（
大
泉

東
分
会
）
…
昨
年
は
息
子

に
誘
わ
れ
て
、
沖
縄
で
シ

ュ
ノ
―
ケ
リ
ン
グ
を
し
て

き
ま
し
た
。
沖
縄
の
海
は

き

れ
い

と
て
も
綺
麗
で
す
。
魚
に

餌
を
や
る
事
も
出
来
ま

す
。
後
期
高
齢
者
な
が
ら

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

普
段
は
週
5
日
位
自
転

車
で
彩
湖
の
周
り
を
1
周

す
る
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
第

一
で
頑
張
り
た
い
と
思
いよろ

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
小
澤
由
樹
さ
ん
（
旭
町

光
が
丘
分
会
）
…
埼
玉
県

民
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

練
馬
支
部
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

・
小
澤
日
美
子
さ
ん
（
旭

町
光
が
丘
分
会
）
…
世
界

中
の
人
が
助
け
合
い
の
出

来
る
世
の
中
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

マ
イ
ナ
保
険
証
保
有
者
に
も

必
要
書
類
交
付

2024年度
新入学祝金申請

年度末に保険証代わりの
�資格確認書�

2024年4月に小学校や中学校に入学した組合

員の子の新入学祝金申請は、3月の練馬支部共

済審査委員会（3月24日）までです。申請書は

どけん共済会のホームページ（ＱＲコード）で

も作成できます。

マイナのワナマイナのワナ

医療
機関
「
想
定
外
の
ケ
ー
ス
直
面
も
」

お忘れなく！お忘れなく！
３月２４日まで３月２４日まで

練
馬
支
部
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
ス
ナ
ッ
プ
部
門
1
席

「
ど
っ
ち
が
高
い
」

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ

小
田
川
麻
央
さ
ん（
学
園
分
会
）の
ア
ン
グ
ル

求 人求 人

永
島
江
里
子
さ
ん
（
豊
玉
分
会
）

本
部
仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
部
門
特
選

「
夢
見
る
大
ス
タ
ー
」


